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遺伝子情報分野

竹中 修 ･平井啓久(兼任)･中村 伸 ･浅岡一雄

<研究概要>

A)DNA分析による霊長類の系統解析

竹中 修 ･リナ=H=ステイヤジ])･堀尾由紀子 2)

ミトコンドリアDNAには進化速度を異にする領域が

あり,群内の個体差の検出から種間系統関係まで,対象

の霊長類のどの側面を解析するかにより使い分けること

が可能である｡チトクロームb迫伝子の塩基配列比較に

よるスラウェシマカク7種およびブタオザルの系統関係

の解析を終え現在投稿中である｡また中部スラウェシの

トンケアナと-ツキの雑種形成地帯計8群の試料につい

て,ミトコンドリアD-Loop領域およびY典色体の迫伝子

の塩基配列を決定した｡ミトコンドリアでは雑種地帯の

タイプは-ツキであることが明らかとなり,Y染色体上

の遺伝子は-ツキタイプと混合型であった｡

また名古屋文理大学竹中晃子氏との共同研究で高脂

血症のマカクについて脂質代謝の盃要な因子LDLR,およ

びグロビン迫伝子領域に入り込んだプロセス ト迫伝子

pl17について迫伝子郎折を行った｡

B)盃長類の染色体進化に関する研究

(1)平井啓久･松林清明 3)

介在C-バンドやテロメア配列のゲノム内分布がヒト
とチンパンジーの間で異なる生物学的意義を探るため,

チンパンジーの減数分裂の特性とキアズマ頻度を解析し

た｡

(2)平井啓久･平井百合子 2)･川本 芳4)･遠藤秀樹 5)

･木村順平6)
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タイ国ハジャイ市近郊の山林に同所的に生息するツ

パイ2種の染色体解析を行い,本2種は形態的に酷似す

るが細胞遺伝学的隔離によって種間交雑を回避している

ものと推論し,論文としてまとめた (タイ国カセサ⊥ト

大との共同研究)｡

(3)平井啓久 ･アラン=ムートニック7)･竹中 修

･パンパンニスリオブロト8)･毛利利雄9)･釜中慶朗 3)

･加藤 章 10)･木村直人 10)･加藤朗野3)･前田典彦 3)

スマトラとマレー半島に生息するアジルテナガザル

2亜種のみに第8･9染色体間相互転座が存在することを

発見した｡ボルネオ島のアジルテナガザルには存在しな

いことが推察されることから,生物地理学的な考察を行

うとともに,飼育個体間の繁殖計画において染色体デー

タを考慮する必要があることも議論し,論文としてまと

めた｡

C)盃長類の集団細胞遺伝学的研究

(1)平井百合子 2)･アナ=カリナ-ザバラグレン11)

･平井啓久

チンパンジーのrDNAの局在部位の変異を解析し,ヒ

トの変災機構と比較した (三和化学 ･熊本霊長類パーク

との非同研究)｡

(2)田中美希子12)･平井百合子 2)･田中洋之 4)

･平井啓久

マダガスカル国べレンティ保護区に生息する核型が

苑なるチャイロキツネザル2亜種混成群の28個体におけ

る敗色体構成を調査した (アフリカ研,集団遺伝分野と

の共同研究の一環)｡

(3)平井百合子 2)･田中美恵子12)･田中洋之 4)

･平井啓久

マダガスカル国べレンティ保護区に生息するワオキ

ツネザル集団において,新しい染色体変異を発見した(ア

フリカ研,集団遺伝分野との共同研究の一環)｡

D)盃長類の止血,免疫機構

中村 伸 ･許 禎壬 Il)

バイオメディカ/レな視点から霊長類の組織因子

(TissueFactor;TF)および免疫応答に関する研究を進

めている｡今年度は,TF遺伝子発現の組織特異的な発現

調節やエビジェニック制御について検討した｡また,霊

長類の免疫応答特性 (Thl/Th2バランス)について,追

伝子レベルでの解析法を確立し,各種霊長類の免疫応答

特性を調べている｡

E)Bウイルス (BV)抗体測定法 (改良HPV2-ELISA法)

光永総子 2)･中村 伸

危険度の高い BV(BSL4)抗原に代わるヒヒ-ルペ

スウイルス (HPV2, BSL-2)抗原を用いた安全な BV抗

体測定法 (改良HPV2-ELISA法)を確立し,KUPRIおよび

他施設での飼育サルの BV感染モニタリングを通じてそ

の実用化を進めた｡■

F)Bウイルスの特異的PCR同定 ･診断法

平野 真13)･中村 伸 ･岡田美紀 2)･光永総子 2)

BV特異的なDNA同定･診断法として,高C+GのBVgG

遺伝子をベタイン共存下で増幅するPCR条件を開発し,

マカクサル BVと他の近縁霊長類アルファー-ルペスウ

イルス (HPV2,AS8,HSV-1および HSV-2)を峻別する

one-steppcR法を確立した｡

G)Bウイルス遺伝子ワクチン (BV-DNAワクチン)

中村 伸 ･平野 其 13)･光永総子 2)

･岡田真紀2)･清水慶子 14)

DNAワクチンでのBV-SPFサルを創出する目的でBVgD

遺伝子を組込んだDNAワクチンを構築し,ニホンザルに

遺伝子免疫した｡遺伝子免疫されたサルにおいて,疏著

なBVgD特異的な細胞性および液性免疫応答が認められ,

BV-DNAワクチンによる強力な感染防御免疫の誘導が示さ

れた｡

H)サルモデルでの遺伝子導入,遺伝子免疫

中村 伸･平野 真 13)･光永総子 2)

･岡田真紀2)･晴水慶子 14)

妊娠サル (コモンマ-モセット)でのトレーサ一迫

伝子 (pcトEGFPプラスミド)の胎盤通過を検討した｡投

与迫伝子の母胎-胎児移行が容易に起き,胎児血管内皮

細胞で遺伝子産物 (GFPタンパク質)の強い発現が認め

られ,霊長類では経胎盤的に胎児遺伝子導入 ･迫伝子免

疫が可能であることを示す新知見が得られた｡

Ⅰ)環境化学物質の霊長類-の影響と解毒代謝の研究

浅岡一雄 ･浅田貴美子 15)･飯田景子 2)

内分泌投乱性が疑われている化学物質を対象にして

霊長類の影響を研究した｡サルにおけるビスフェノール

Aの代謝およびダイオキシン関連遺伝子の解析をすすめ

た｡環境化学物質の地域研究のために韓国と日本の飲料

品に含まれるフタル酸エステルを分析して汚染量とその

要因をまとめて論文とした｡一部は矢野一行(埼玉医大),

渡辺邦夫 16),鈴木樹理 3)との共同研究による｡

∫)サルにおける味覚嫌悪条件づけの研究

浅岡一雄 ･飯田景子 2)･杉浦秀樹 17)･室山袈之 16)
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ニホンザルにおける味党嫌悪条件付けが桂皮酸アミ

ドを用いて形成されるかを研究して有効性をみいだした｡

桂皮酸アミド関迎成分の分離方法を確立して代謝動憶を

調べた｡

t)日本学術振興会論博研究員 2)技術補佐員 3)人類進化

モデル研究センター 4)集団迫伝分野 5)国立科学博物館

6)日本大学獣医学部 7)国際ギボン研究センター 8)ボゴ

ール農科大学 9)形態進化分野 10)日本モンキーセンタ

ー 11)大学院生 12)科研狩補佐員 13)研修員 14)器官調節

分野 15)教務補佐員 16)ニホンザル野外観察施設 17)社会

稲造分野
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附属施設

ニホンザル野外観察施設

渡退邦夫 (施設長併任)･室山寮之 ･足摺貞成 1)

近年野生ニホンザルの人里-の接近と戊作物披容の

増加が全国各地から報告されるようになり,日本固有種

であ~るニホンザルの保護 ･管理に対する取り組みの必要

性が指摘されている｡このような情勢の中,本施設では,

ニホンザル個体群や生息環境の変化を把握することが保

護 .管理を考える上で不可欠であるとの認mに立ち,基

本的な生態学的資料を各地で継続的に収先する体制を整

えることを長期的な目標として研究活動をおこなってい

る｡また.野生ニホンザルの保護 ･管理にかかわる研究

にも積極的に取り組んでいる｡

昨年度に引き続き,各研究林でおこなわれている長l
期的な調査にスタッフができるだけ参加し,各地での研

究活動の現況の把握に努めた｡具体的には,屋久島西部

･林道地域でのニホンザル生息調査がおこなわれた｡また,

保護 ･管理に直接かかわる活動としては,被古管理のた

めの基礎的調査および実験などがおこなわれた｡

現在の施設運営は,下北･屋久島･串良の3研究林 ･

観察ステーションに重点をおいておこなっている｡上信

越 ･木曽研究林での研究活動については,保全生物学 ･

野生動物管理学分野-の取り組みとも相まって,将来の

新たな形での再編成を模索しているところである｡

平成 13年度の各地ステーションの状況は,次の通り

である｡

1.事由観察所

寺島では昭和28年に餌付けが成功して以来,全個体

識別に基づいた群れの長期継続観察が行われている｡~平

成 13年には7頭の出産があったが,内2頭が死亡してい

る｡平成 14年3月末の時点での総個体数は,マキグルー

プ約 10頭を含め,108頭である｡主群では1月に順位が

2番目だったホタテがケムシと交代し,第 1位オスの座

を獲得したOこれまで幸島では6回の第 1位オスの交代

劇が確認されているが,老齢による死亡ではなく個体間
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